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群馬菱の実会だより 2008-6-2(月) 

頭記について下記の通りご報告申し上げます。 
                                 
1. 総会開催時及びその前後における会費納入状況 

  ６１５，０００円 （ ２０５名×３，０００円 ） ＜ 会員総数 ３５０名 （平成２０年５月現在）＞ 

  ※ 会費未納入の会員の方々には、後ほど事務局より振替用紙を付けご請求申上げます。 

      宜しくご協力をお願い致します。なお、すでに会費を納入された方に前後の関係で 

ご請求が重なる場合もございますが、ご容赦をお願い申し上げます。 

2. 懇親会 会計報告 

＜ 収入の部 ＞ ＜ 支出の部 ＞ 

会員参加者      ５５名 

合計６９名 

料理・飲み物 
三菱電機ﾗｲﾌｻｰﾋﾞｽ㈱群馬支店         １７７，５００円 

会社幹部参加者様  ９名 駐車場借用料 ６，０００円 

組合関係参加者様  ５名 タクシー代 ８，０６０円 

収入 合計 ２０７，０００円 支出 合計 １９１，５６０円 
 

   収入支出差引額    １５，４４０円 

   （差引額については懇親会参加者様からのご好意として、菱の実会々費に充当いたし 

たく、宜しくご了承・ご理解をお願い申し上げます。尚、今回は、神谷会員様から多額な 

飲み物の寄贈がありましたことを念のため申し添えます。）            以上 

 

 シリーズ・【 馬電の思い出 】  

② 「風神」誕生 （ 昭和４２年 ） 

４２年、胴体２分割のプラスティックボディ掃除機を発売。 

「風神」と命名される。  ＴＣ－１１００形、定価１８０００円 

その時、当時の中川俊一郎所長は 「三菱電機ニュース」に 

「白日夢」 と題して、次の文を寄せている。 
 

『 今秋発売のクリーナーに私は過去３年間の夢を託している。否、馬電の運命の過半を

かけている。その呼名を”風神”という。クリーナー界を席巻し、斯界を吹きまくる 

すさまじい”風神”の登場だ。 そのさっそうたる勇姿を仰ぎ見るがいい。 

”風神まかり通る”。じたばた騒ぐな、うじ虫ども！ 吸引力は１分間２１０００回転

の小型モーターの新記録をさげて、天下無比、塵取り装置は最簡便で、かつ 無限の豊

かさ、軽快豪壮美麗のその容姿に天下粛として息をのみ、俯仰して賛嘆すること必至。    

諸君、静かに待つがよい。風神の出現を。  胸躍らせつつ、見守るがいい。 

”風神”の武者振りを。』 
 
「風神」はブームを呼び、各地に風神旋風を巻き起こした。 

松下の風神を下さい … という客がいたほど 風神の名前は浸透した。 

 

 

 
 

  

この、「シリーズ・馬電の思い出」 のコーナーに、皆さんの思い出を載せていきたいと思いますので、 

ご投稿下さるようお願い致します。お待ちしております。  
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【 雑記帳 】       ２０年ぶりの「 自動パン焼器 」 

先日、物置を整理していて、昔のパン焼器を見つけた。パン焼器といえば、２０年位前に大ヒットした

商品で、当時は品切れ状態が続いてやっと購入したのを覚えている。毎朝のようにパンを焼いていた

が、その後飽きてしまいずっとお蔵入りとなっていたもの。 

急に懐かしさが募りパンを焼いてみたくなった。はたしてうまく焼けるだろうか。早速パン焼用のミック

ス紛をス一パーで探したがどこにも置いてない。インターネットで調べてネット通販で購入。 

ミックス紛、水、バター、イーストをセットして待つこと４時間。ほのかなパンの香りが漂いちゃんと出来

上った。こんがりふっくら、かっこいい、うまい ・・・。 ２０年ぶりの新鮮な感動、感激・・・。  

皆さんの家でも、パン焼器やジューサーミキサーなど、昔の商品が物置などに眠っていませんか。 

もう一度使ってみては如何でしょうか。きっと新しい発見や感動があるかも知れません。 

それにしても、２０年経ってもちゃんと機能するなんて、すごい。 もちろん三菱電機製です。 (篠崎) 

シリ  シリーズ ・ 【 同期会 】  

私たち同期のメンバーが馬電(当時の菱電機器)に入社したのは今から 48年前の昭和 35年 4月 1日でし

た。当時は就職難で 5～6倍の競争率でしたが｢金の玉子｣ともてはやされた時代で、職場の先輩からも暖

かい指導を受けた思い出が沢山ありました。 

同期会を結成しようと有志が立ち上がったのが丁度馬電創立10周年の年で、入社した年が昭和３５年だっ

たので｢三五会｣と命名し、同期の仲間の親睦を主体とした活動を開始しました。 

海外旅行を５年毎に計画しヨーロッパや中国にも出かけ、ハワイでは４組のゴルフコンペを実施するなど活

発な活動を続けてまいりました。 

定年後は同期会の活動も難しくなるのではないかと考えていましたが、いざ定年を迎えてみると逆に現役

時代より活発な活動を展開しています。 

定年３年目を迎える今年度の主な活動計画はｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌを毎月実施、ハイキングは隔月に実施、ゴルフコ

ンペﾟも春と秋に実施（年６回）する等、多い月は 3～4回の行事を実施する予定です。 

各行事共幹事の面倒見の良さと、 パソコンの普及によりﾒｰﾙ連絡可能等が活性化の要因と思えますが、

会員各位(奥さまを含めた)の協調性が大きな原動力になっているようです。 

今後より一層の活動の活発化を目標に幹事の一員として「三五会」を盛り上げて行こうと考えています。 

 

② 『 三五会 』の紹介 

貴様と俺とは同期の桜  / 同じ馬電の庭に咲く 

咲いた花なら皆同じ  / たまには会おう同期会 
 

 

 

＜尾瀬ハイキング＞ 

ニッコウキスゲの咲き誇る尾瀬ヶ原にて、うっすらと後方に見える山は至仏山。ゴルフ、グランゴゴルフ、 

ハイキング各愛好会の活動は奥さま方も参加してます。 

 

 ＜グランドゴルフ大会＞ 

尾瀬グランドホテル前ゲレンデの特設グランド 

ゴルフ場にて。大会終了後に記念写真 

 

② 『 三五会 』の紹介 
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【 会員投稿 】 

           Ｔｏｋｙｏ 漫歩 （その 6）        ひ ま じ ん 
                       新 撰 組 

 江戸の人々にとっては新撰組はあまりなじみの無い存在であった。名も無い剣道場にたむろして

いた武士とも農民ともつかない浪人達が、京で名を上げてもピンとこなかったに違いない。  

ただし、徳川家の味方であり、「尊王攘夷派」の跳ね返り連中を粛清しているぐらいの情報はあったか

も知れない。 

 その後、鳥羽伏見の戦いに敗れて以降、新撰組のほとんどの人達は、討死し又は捕えられ処刑さ

れた。かれらの活躍した時期はわずかに五・六年の間であった。 時はうつり、明治時代の政府高官

になった「薩長土肥」の人々にとっては、新撰組は憎むべき殺戮集団であり、歴史的にも抹消すべき

存在であったのだろう、しだいに忘れ去られていたと思われる。。 

 この忘れられた集団を、再び世間に知らしめたのは、明治になってから６０年もたった昭和３年に

「新撰組始末記」を出した子母沢寛であり、さらに約３０年後に司馬遼太郎が新撰組に関する諸作品

集を刊行することによって、その活躍が知られ一躍、かれらは寵児になった。以後映画に舞台に、そ

して、NHKの大河ドラマにも取り上げられることになる。 

（近藤勇→香取信吾・土方歳三→山本耕史・沖田総司→藤原竜也等が有名） 

 人気の源は隊員それぞれの強烈な個性と武士らしく生きるという信念が清冽に感じられることから

だろう。この新撰組の痕跡は都心には尐なく、多摩の里まで出掛けなければならない。 

   新撰組のふるさと （ 日野市、中央線日野駅下車） 

 現在の日野は東京西郊のベッドタウンとして発展しているが、かつては甲州街道の宿場として、知

られていたものの、周辺は草深い田舎であった。ここに幕末の名主屋敷の姿を残す佐藤邸がある。 

当時の当主佐藤彦五郎は近藤勇と同門 

であり、歳三の義兄にあたる。 

物心両面からの新撰組の支援者であった。 
 
近くに井上源三郎の記念館がある。 

井上は派手な活躍はないが長老として貴重

な存在であった。 

      

  

 

 

又 土方歳三の資料館（生家跡）があるが、後継者の方が住まわれて 

いて、月二回日曜日に開館するのみで、筆者も見ることが出来なかった。                    

 右の写真は同じ日野市の高輪不動尊の境内にあるものである。         

新撰組が不遇の時も地元では支援者が多かった証左かもしれない。 

多摩丘陵の新撰組はいつまでも語り継がれていくことだろう。   

 

佐 藤 邸 

土方 歳三像 

＜ おことわり ＞ 

会員投稿有難うございます。限られた誌面と 構成、タイミングの関係で、現在会員投稿の掲載がずれ

こんでおります。誠に申し訳ありませんが、順次掲載して参りますので、あしからずご了承下さい。 

訃報 首藤 敬一 さん（太田市備前島町 享年７９歳）は、 ４月２７日ご逝去されました。 

ご冥福をお祈りすると共に、お知らせします。 
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◇ お し ら せ ◇ 

  日時 場所 申込み、その他 

1 
６月の 

  囲碁愛好会 
６月９日（月） 
９：３０～ 

赤城倶楽部 ご自由にご参加下さい。 

２ ６月の麻雀会 
６月１２日（木） 
６月２６日（木） 
９：３０～１７：００ 

赤城倶楽部 
会費２０００円 

申込み 6/10(火) 24 日(火) 
荒井昭三（0276-52-0803） 
小林昌樹（0276-38-0964） 

３ 
６月 
グラウンドゴルフ 
      例会 

６月２３日（月） 
９：３０～ 

（集合 ９：１５） 

利根ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 
ｺﾞﾙﾌ場 

（会費：無料）  

希望者は直接会場へ 

（雨天中止） 

４ ゴルフ愛好会例会 
６月３日（火） 

プレー費 6055円 
（食事込） 

大間々ｶﾝﾄﾘｰ 
８：２８ｽﾀｰﾄ 
集合 7：50 

川口（56-2678）関根（31-8410） 

長谷川（0270-74-2056） 

竹沢 宏（52-2271） 

５ 
７月の 

パソコンサークル 

７月７日（月） 

１３：３０～１５：３０ 
労組事務室 ご自由にご参加ください 

６ 
７月の 

カラオケ月例会 

７月７日（水） 

１７：３０～２０：３０ 

カラオケ本舗 
「まねきねこ」 

0276-52-3450 

申込み：６月２７日（金）まで 
大橋  浩（0276-52-3866） 

７ 編集委員会 
６月２３日（月） 
１３：３０～ 

組合会議室 
都合の悪い場合は、事務局 

まで忘れずにご連絡ください。 
８ 幹事会 

７月７日（月） 
１５：３０～ 

【ボランティア】 
ぴっころ福祉作業所 

作業応援 

６月９日（月）～ 

６月１２日（木） 

13：00～15：00 

ぴっころ 

福祉作業所 

ホッチキス針の箱詰め 

事務局までｔｅｌ、ｆａｘ等で 
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＜ 

編集後記 

目に青葉の５月にしては寒い天候の続く昨今、ファンヒーターや電気コタツも一度は、物置に移動

したものの復活！折角出したので又座敷の備品にしばらく居座る事と相成りました。          

小雨降る肌寒い天候の中、私は群馬県北東の川場村テニスコートでシニアテニスの愛好者の集い

「群馬まだまだテニス大会」に初参加のためでかけました。女子５０歳以上、男子６０歳以上の

方々、参加者は１１０名、第一日目は、雨で中止かと思いきや強行！やる気満々で大会が始まりま

した。競技が始まってまもなく天気も回復し、さわやかな高原の空気が私達を包んでくれました。夜

はホテルで懇親会、テニス談義はもとより、年金、介護保険や自慢？の亭主・女房、孫の話とにぎ

やかな夜！  明日の競技も忘れています。２日目は快晴！５月らしい温かい日和、昨夜の楽しい

雰囲気そのままで競技、汗を流して温泉に湯ったりと・・・・、至福の２日間を過す事が出来ました。              

女子６０歳以上の方が７０％・男子７０歳以上の方が４５％と往年の実に安定したプレーを見せてく

れ、私も大いに勉強になりました、菱の実会員７名も参加です。私はこれからメタボリックの改善を

進めてまだまだテニスならぬ、これからテニスで腕を磨きたいと強く感じました。 （境野 賢治 記） 

               

 

 


